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講 座 の名 称 「災害時のトイレは命にかかわる！」 ＜佐久市共催＞  

講 座 の目 的 

近年、地震や大雨などの災害で、トイレが使えなくなる問題が、クローズアップされている。被災

時のトイレ環境の整備は、健康被害や性被害防止の観点からも深刻な課題である。 

避難所の設営や、避難所また自宅でのトイレの備えや環境の整備について、男女共同参画の

視点も含めて学ぶ。 

募 集 対 象 長野県内在住・在勤・在学の方 

定 員 人 数 100名 申込人数 
会場 67名 

後日配信 40名 

当日参加

人数 

会場 57名 

後日配信視聴者数 20人 

申 込 方 法 ながの電子申請サービス、電話、FAX、メール 

託 児 申込者なし 

回 数 1回 

開 催 場 所 佐久市市民創錬センター 大会議室 （佐久市猿久保 165番地 1） 

日 時 ８月９日 (土) 13:30～15:00 

講 師 加藤 篤さん（NPO法人 日本トイレ研究所 代表理事） 

開 催 内 容 演題 「災害時のトイレは命にかかわる！～地域防災に男女共同参画の視点を～」 

佐久市・佐久市男女共生ネットワーク・長野県男女共同参画センター“あいとぴあ”共催講座 

参 加 者 の声 

 

・ 防災全体の中の一部にフォーカスしたテーマでしたので、非常に具体的で良かったです。 

・ 前回よりさらにくわしくお話が聞けてよかった。地区のあつまりで先日防災トイレを実習しまし

た。今日のお話を追加でお伝えしたいです。 

・ とても具体的で、わかりやすかったです。理解して、準備したいと思います。実際に活動した

上でのご提案に、本当に胸にささりました。 

・ 携帯トイレを用意しました。300 回分。老人にはハサミも必要と今日知りました。 すぐに用意

します。今日来てよかった。 

・ 人間に必要不可欠なトイレの話なので関心をもって聞くことができました。生きていく上で必要

なことには積極的にひろめていかないといけないと思いました。小学校向けにトイレの話をし

ていることは素晴らしい。 

・ トイレは男女分ければよい、というだけでなく、共同トイレが必要なことや携帯トイレが役立つ

このなど大変勉強になりました。 

令和７年度 講座実施報告書 

 


